
東日本大震災の発生から10年がたちます。
「震災遺産を考える」をテーマとして、毎年特集展を開催してきました。
こうした積み重ねから、今回は初めて企画展を開催します。 
震災遺産収集の背景や、収集にたずさわった学芸員の思いなど、新たな視点を加えた展示です。
本展を通して、これからの10年を一緒に考えてみませんか。

災害を自分事化できるように。そしてこれからの未来を考えられるように。
本展が自分との対話の場となるように。
東日本大震災という大災害から、私たちは何を受け取るべきなのか。
当館が過去5回の特集展のタイトルを「震災遺産を考える」としてきたのは理由があります。
私たち博物館も手探り状態で考え続けてきました。
簡単に答えが出ない問題だからこそ、この場をつくり、
これからの10年も皆さんと一緒に考え続けたいと思っています。

  ■上映会
」くゆてき生　efiL「 画映

津波と原発事故がもたらした福島の“知られざる悲しみ”を伝えます。
ゆっくりと乗り越えるように歩み、前を向く上野さん一家。
その姿は、私たちに問いかけます。
家族とは何か̶、そして、生きることとは̶。
日時：2月11日（木）13：30 ～15：40
会場：福島県立博物館　講堂
定員：100名（先着順）

■ミュージアムイベント
アニメーション「無念」
原子力発電所の事故により、命があることを知りながら救助活動を
中断し避難せざるをえなかった浪江町消防団。その時の様子・心情を
アニメーションで伝えます。
日時：2月28日（日）13：30 ～14：30
会場：福島県立博物館　講堂
定員：100名（先着順）

■フォーラム「震災遺産を考える　
　　　　　　 次の10年へつなぐために」
ミュージアムが災害をどうとらえ、どのように残し伝えていくのか。
震災遺産のこれからをテーマとして「過去から続く歴史と、これから
紡いでいく未来」について考えます。
日時：3月6日（土）13：30 ～16：00
会場：福島県立博物館　講堂
登壇者：佐藤公氏（磐梯山噴火記念館館長）
           二上文彦氏（南相馬市博物館学芸員）
           瀬戸真之氏（東日本大震災・原子力災害伝承館学芸員）
           筑波匡介（当館学芸員）
定員：100名（先着順）

■防災講座「楽しいそなえ」
新潟県へ避難している経験から、東日本大震災についてお話を伺い
ます。あわせて誰でも参加できる防災講座を楽しみながら学びます。
日時：3月21日（日）13：30 ～14：30
会場：福島県立博物館　講堂
講師：渡邉浩二氏（地域活動サポートセンター柏崎 防災士）
定員：100名（先着順）

■見どころ解説会
第1回　1月16日（土）　　第2回　1月30日（土）　
第3回　2月13日（土）　　第4回　3月11日（木）
各回　時間：13：3０～14： 00
　　　会場：福島県立博物館　講堂
　　　定員：100名（先着順）
　　　講師：当館学芸員

落下した体育館照明
富岡町　

津波の痕跡が残る介護老人保健施設の壁紙　南相馬市

被災パトカールーフ「双 31」　富岡町

1日かぎりの災害対策本部跡　メインテーブルとホワイトボード　富岡町

避難所の貼紙「伝言板」　浪江町

避難所の貼紙　富岡町　

あいくー　会津若松市

第１部　東日本大震災を考える
地震、津波、火災と原子力発電所の事故を伝える震災遺産とともに、東日本大震災を振り返ります。

第２部　震災遺産から考えたこと
学芸員が震災遺産を収集するとき、何を考えていたのか。集められた震災遺産をどう読み解いたのか。
震災遺産とどう向き合ってきたのか紹介します。

第 3部　震災遺産が伝えること
集めた震災遺産がなにを語るのか、伝えられるのか。震災遺産と関係者の言葉も紹介します。
みなさんと一緒に震災遺産を考えます。

ミズアオイ　南相馬市

新聞店の薪ストーブに置かれていたヤカン　
浪江町

「取扱停止」と封された津波流出郵便ポスト 
富岡町

地震で止まった美容室時計看板　富岡町

災害対策本部跡計測図面

津波で被災したJR常磐線の線路　富岡町道路案内標識　浪江町
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